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1411 日本外科 't1f画第 10 巻弘，＇＞； 5 批
1:1'1 ト 1部癒許スル。上んニ於テハ細クナリ，恥骨筋ト以内~l事的ノ間ヲ粍テ閉鎖孔ニ入ツ T
ヰル。膿場壁ヲ控艇シテ令部除去シ6詑ノ連Yi'ililt合Lコクチゲン－1ヲ注入シテ縫什シタ。
手術後恥骨部ノ xf~jn:sif!'.JJ1l:影ヲ？？ヒ，恥骨聯合ヨリ左側恥円汁、結釘iニ虻リ抑指Mk!

















i1）ヒニH盟国ニ 1/20HED，翌日 1/:20HED ヲ屈側面ニ照射シタルニ．共日ヨリ念ニ毎
日韓温ハ 36.6°C-3flうじ脈醇ハ 140-110，呼吸ハ 3-!-:2（）トナリ，一般欣態ヨク，気嫌
ヨクナリ.J二時，両IiRt￥ノ j司園ハ弐表ノ如ク減少セ Jレヲ認メ. j~f受 4 日目ヨリ上陣屈側ヨリ
柔軟トナリ始メ，肘開符iノ運動モャ、可能トナリ，共後1週間ヲ経， li!Pチ入院後第19日目
ニ右上肢／硬結モ殆ンド1；リ，運動モ正常ニ復シ， ｝，jf長年九 fl ＼~＇lii~iハ誼明セラレス吊シア退院
セリ。全経過中ニ局庭ニ波動ヲ誼明セザリキ。
本例ハ木J保峰需織炎ニ封シテ， X 線療法ガ明カニヤb セルモノト信ス刈。（；'J;~者供覧）
｜＼＼＼入完支IH政 I ' :l 8 !I : j 1 I l呂 I1邑｜』7 I目 Irn 
左（健側）｜
｜者上t聖型宜一一？＼一lHEIリ l巳l I J.i<,Ii , _l一一」 __J_ー ム L一一
纏｜｜｜瓶l j I I I I I I 
12.ol 上勝中央部周図｜ 一｜ 20.01 1s.5I I 1.s1 rn.01 15.61 15 01 15_0 15 o 
肘関節部周園｜ 一｜ rn.51 rn.51 ←｜ 1.21 rn.01 16.01 lG.51 mo 15;-; 
前勝上1/3昔I周閤 l -I 1s.5l 11.51 -i 10 :I 1;-;_51 15.51 10.51 15.o 15_0 
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3. 膿胸J1吸引装置＝就テ 矢島忠久
f.！.＼者ハ24政ノ草子Iミデ，過ツテ化！雌性扇桃！陳炎ノ！膿ヲ吸込ミHli壊直ヲ起シ， ソレヨリ股J旬
ヲ併設シタ症例デアル。 肋骨切除ヲナシ， 排II!'~管ヲ姉ー入シ， ~胸腔ヨリ膿ヲ吸引シア居
タ。同時ニ膿胸腔ノ空気ヲr希薄ニシ，膿胸院ヲ狭クスル目的デ排膿管掃入部ニ綿紗ノ緊密






胸中へ吸ヒ込7 レJレ事ガ、明白トナツタ。膿ハ空気ト一緒ニ吸ヒ出サレ， 24時間中ニ 400蛇
位タ 7 Jt.-。




















1412 日本外科賛同第 1り巻第 6 君主
張充満セ Jレモノナリ。故ニ皮下静脈ノミノ摘出ハri的ヲ達セズ。股静脈自身ノ結紫ヲナセ
リ。ソノ後ノi経過ハ日下観察中ナリ。
s. 化膿性肋間筋炎J1例 川上 14~ 三郎




灯1鹿所見 1：胸{ftljニ服脹ガアツテ， kサハ大鴨手ゃん，表面ノ fli.1守ニハ琵サ；， l師、服怒張
ヲ誼明シナ f。温度 1-:17・ガア Jレ。！！？間〈ノド部ノ皮膚ニハ指時ニヨリ著明ニ腰痕ヲ詮UJjスJレ，
然シ波長1ヤ炎症性硬枯ハ謹明シナ f。第8日：）1骨ドヱど・ノ Nlilffi官級ノ部デ川町痛ガ強度4。
Hrli ニハ一般ニ唆化ナク，唯IT~痕ヲ誼明ス Jレ部ぅトニ聾，·f'~~ 書誌が強 1 0 血液所見ヰI，白血球
l故ハ1:.! SOil, rJ-t •J~［：乙按白血球55.3% デアツタ。
殻病ハ ：，；：~1z.士デアツテ些）1）·；ノ、 mr.ii，肺脹ハ 1/1(il·L テ＼皮府ニ浮腫アリ，叉肺ニハ務化ヲ謹明
Lナカツタコトニヨリ念性ノ的ιテア Jレコトハ明テア JL-, ソノ！主ノ強f：事ニヨリ肋間前ノ
熱性膿蕩ナ Jレ診断ニ制恭シタ。
手術所見局底麻酔ノモトニ第8n1J骨ノ部デ前肢筒線ヨリ後肢符線ニ至Jレ切開ヲ加ヘタ。
小1~li鋸歯Mk筋ニハ礎化ヲ誼l珂セヌ 3 之ヲ切開シ肋骨ヲ時Ii~ ス Jレト肋間的ハ汚職暗赤色テア
ツタ n 之ヲ切開スルト濃桐ナル帯~＇1'l(I色ノ膿約 2 括位／：H タ。ョツテコノ膿ヲ除士シ，股蕩
腔ヲ検ス Jレニj店8肋骨／下ニモ介在シテ府Jレ。故ニ肋骨切除ヲ行フニ肋骨ニハ何等ノ従化
ヲ認メナィ。叉肋膜ノ肥厚ヲモ誼明シナカツタ。膿培養ニヨリ黄色及ピ白色昔話萄欣球菌ヲ
謹明シタ。帥チ，未症例ハ比較的稀デハア Jレガ， kryptogenetischepol ymikrobiotische 
Jnfektion ノ結果肋間筋ノ熱性膿蕩ヲ作ツタモノデ，臨床上明白ニ診断シ得タ 1例デア Jレ。
s. 最モ軽量ナル固定歩行細帯J研究 平津正欣
一般ニ四肢ノ骨折デハ H~－＊ 1レダク早期ノ運動ヲ理想トスル。所ガ自ii 田式骨按合器ヲ肱Jil
シタ場合テモソノ直後カラ運動ハサセズニ安臥サセル方カ多 1O Iギプス寸糊帯ハ骨折後数
日テ外傷’j·I［：炎症性腫脹が泊、退シタ後デナイト行ハズ，夫迄ハ雨lj本縄市ニヨ Jレ来•Jl固定ガ行
ハJレ。炎症・l:'.I腫脹ノ i＇－！退後 Lギプス寸糊帯ヲ施シテモ昔日ョリ出ニ歩行サセ Jレ事ハポ可能
デアJレ。印チ下肢骨折デ現／i寸ミモ多ク？？ハレア居Jレノハ長期間ノ安l時トキミ叶ri'l定デアル。
テ、下肢’骨折患者ヲシテ早期ニ歩行ヲシ始メ得ノL十五ニサセタィ。共鴻ノ IBil定歩行糊帯材料ノ
具備スペキ僚件ハ， 1) 粁ir：：.且ツ強靭ナ Jレ事。’骨折脚ノ歩行ニハ最大限度ニ軽量ナルヲ
要ス Jレ。 ijt：量ト強靭トハ有l反ス；1-'.2(1;j子アアJレカコ｛民？？松葉杖等ノ補助ニ依リ歩行Lテモ，
一時的ニ鰐重ガ骨折・脚ニノミカ、 Jし；機曾ガ・アリf'J.Jlノデ強靭性印チ同定性ノたナル必要保
臨 床 j医 基 1413 




以上ノ諸僚件ニ都合ノヨ f材料ヲ探ネ Jレタメ h 各種ノ物質ニ就テ材料強弱接的特性ヲ



















品名及ビ組成 ｜ 比 重 I ter山iestrength I 単ノ抗位重張力泣
銭 8.2 2100 kg/cm2 256 kg 
銅 4 ・｝ 1ユ・W kg／にm~ 20.) kg 
Lアルミユウム寸 2.6 1400 kg/cm~ 5:J8 kg 
Lチユラ Jレミン t ιZ、町d田I 5600 kg/cm0 2022 kg 







LセJレロイド寸｜ I 500 i、日／c11' 甚小
L~• アノレカン
7 アイノfア1 1.1 1050 kg/cm2 954.九 kg 大
L fレスノぐン1 0.H 4コ5 kg/cm2 九O九1; 1ミg甚小
1414 日本外科賓曲第 10 巻第 3 放
しセ Jレロ f トベノ特長ハ吸i熱性高ダ！）、デ， 1男＼~易デ少シク温度ヲ高メレパ工作自由ナ事デア












ク下ニ行ク程佃f国筒形トナシ市lデ合セ Jレ。切口カ勺ド闘形ノ細f Lアルミニワム「棒ヲ 2
本骨トシテ用ヒ捻子釘デ接合ス Jレ。膝瞳及ピ足背ノ営Jレ所ェハjミキナ孔ヲ．叉所々ニ1J、圃

















jrl＼~＝施シ随意ノ場所~n チ；ill.風日光充分ナノレ所ユ安置シテ乾ス •Jf. 7得Jレナ H。
絢1/1'ノ製法トシテノ、従来ノ、特1繍情ノ谷軸併ヲ造リ置キ用＝臨ンデ井！？湯中＝浸シテJtノ粘着カノ還元
? ????

































儲，本例ノ如ク足元汎ナル (if~ ニ同時ニ静脈ノ怒張ヲヨ~スペキ原I人l ヲ ：./1 フ Jレニ．之’＇ff ガ軍樹
ニ来タルトス Jレヨリモ， ソノ根幹タ Jレ下空静脈乃至ハソレカ市j息腸骨静脈ニ分ih支ス Jレj去ニ何
等カノ通過l暗磁ヲ来シタルモノト理解ス Jレプf合パ！的ナリ。コ／通過l軍醗ハ何ニ起因ス Jレヤ。
































組織像ヲ見ルー．主）j1fi均ニハJk:7 ノ二Jうーヘシ如キ Nii ’／ 'I挺化／所・ハJn~ ク．ヤロ 1 種ノ炎症性
抵iヒノ如ク一見ユ Jレノミナルモ時移ナリト ？＇）へシ淋巴腺ニハ癌細胞ヲ認メタ。








ヲ下スハ早計ナリ。結局治療i二ニハ PLテノ IJ重粛ハ重キニ従テ所断シ充分成汎ナ Jレ切除ヲ
行フベシ」ト云フコトニ蹄着ス Jレ。
s. 腫癌ト誤リ易キ腹壁異物性硬結 河合十五平
























＇·~ l 1~＇ l~ ＇ ~I~＇ 'JI!' l~ ＇ ~ji制











使用上注意ス可キへ 1）針ハ常ニ持針器カ錨子ニア把持シテオ Jレコト。 2）耕孔並ピニソ
ノ附近ヲ持針器ニテ挟ムコトナク，常ニ針尖ヲ去Jレ約1糎位ノ部ニ於テ挟ムコト n 3）縫合
ニ賞リ暴力ヲ用ヒダJレコト n

















少シテヰJレ。叉糞使中ニ脂肪滴，筋繊維が乙ク存A：シ， ＞￥. J fn・J糖量ハ乙少下ツテヰJレカ，
ととよ主；と像ハ円ハ多少kJ／ニ:fijlシャラレアヰノレガ，通過｜僚碍ナク．幽門，十二指腸ハ的


















12. 盲腸J腫房＝就テ 弘重 充
盲腸癌ノ 1患者ニ遭遇シテ．ソレヨリ次ノ版ナコトヲ~ペタ。







第3・ 巨ー大 S字結腸症ニテ S字欣結腸蹄係ノ古腸部位ニ移動セJレ｜れ土三上？一一三検査
ニ於テ S字欣結腸ヲ宵腸ト考へ診断ヲ訣Jレコトアリ。
第4. 壬｜主歳ニワタルー 長キ間， ρ土互三氏桝ニ弧1：狭窄ガアリ乍ヨ，空腸－，，－端ニソレヲ思
ハス一足Jレ防壁肥厚ヲ認メザリシハ理解ニ苦シム所ナリ。
第5. 晶様突超ハソノ根部ーテ閉鎖、サレ居リシモ，晶様突起ニ何等ノ 1,_ifヒヲモ必メ件ず
Jレコト（標本ヨリ）モ理解シ難キ所ナリ。
